Current Topics in Pathology Vol.58, Grundmann, E., Kirsten, W.H., Pp. 199., Springer-Verlag, Berlin, Heiderberg, New York, 1973(BOOK REVIEW) by 近藤,洋一郎 & KONDO,Yoichiro
〔らt¥ぶらり L、〕 
Current Topics in Pathology Vol.58 

Grundmann，E. ancl Kirsten，VV. H. (eds.) Pp. 199. 

Springer-Verlag，Berlin，Heiclerberg，New York，1973. 

ドイツ病理学のシリーズ書として伝統をもっ Ergebnisseder Pathologieは，
最近 Curr・ent Topics in Pathology と装をあらためて刊行されているが，そ
の 58巻が本書である。内容はそれぞれ独立した以下の 5項目より成っている。 
Rohr，H.P. and Riede，U. N.: Experimental metabolic disorders and the 
subcellular reaction pattern (morphometric of hepatocyte mitochondria). 
組織病変の定量的解析はドイツ病理学の一つの特徴ある流れであるが，それが
本項では肝細胞変化について応用されている。さまざまな生理的，病的状況下に
おける肝細胞ことにミトコンドリアの数，容積，クリステの状態が計測され，そ
の変動が数値として表現されている。この方法論は簡単であって他臓器組織変化
の研究にも利用可能である。 
Freytag，G. and Kloppel，G.: Insulitis--A morphologica1 review. 
勝ラ氏島に発生する炎性病変の形態と病因が，実験成績ともからめて報告され
ている。若年者糖尿病を除けば，ラ氏島炎の存在はいつも認められるというもの
ではない。またラ氏島の硬化，硝子化も糖尿病患者に高率にみいだされるという
わけでもない。しかしラ氏島の機能異常としての糖尿病を病理の面から追求する
場合には，ラ氏島に生ずる炎性過程を十分に理解しておくことが必要であろう。
ラ氏島炎 (insulitis)の病因として数多くの候補が上げられて来た。最近これに
関連して特に注目されているのが自己免疫機序である，実験成積からみて，この
過程には液性，細胞性免疫の双方が関与しているものと考えられている。ここで
は抗インスリン抗体によるラ氏島障害の可能性がことに重視されている。 
K1inge，0.: Cytologic and histo1ogic aspects of toxically induced liver 
reactlOns. 
いわゆる中毒性肝障害の発生頻度は，最近の多種多様な抗生剤，ステロイド，
抗癌剤の使用等によって著るしく高率となって来た。ここではこれら肝障害の組
織変化と，その意味づけが簡単ではあるが要領よく記載されている。障害性因子
の作用が，肝細胞の生理的適応を越える場合にもたらされる肝細胞変性，胆汁分
泌障害，壊死，さらには組織反応等が筋道立って述べられている。中毒性肝障害
の病像，発生機序に関する最近の知識をまとめるには好適の綜説であろう。 
Delling，G.: Age-re1ated bone changes (histomorphometric investigation 
of the structure of human cancellous bone). 
生体の成長~老化にさいしてもっとも顕著な動きを示す臓器としての骨組織に
関する研究の方法論が提示されている。正常骨組織構造の記載にはじまり，それ
を構成する細胞，細胞間物質と骨全体像との関連性が，計測的に示されている。
骨芽細胞，骨破壊細胞の活性と骨の新生，改築との相関についての観察は，加令
にともなう骨変化の実態を浮きぼりにしている。 
Molz，G.: Perinata1 and newborn deaths (necropsy findings in 970 term， 
preterm and small-for・datebirths). 
膨大な剖検例を基礎にしての周生期，新生期死亡児の死因統計で、ある。死産児
の原因は，病理学的にも明らかになしえない場合がなお多いが，いくつかの注目
すべき要因が上げられている。病理解剖学的なくわしい所見については省略され
ているが，死産，新生児死症例を検索するにさいしての方向性を，この統計的デ
ーターからくみとることが出来よう。
以上本書に含まれる項目は，すべてが今日の病理学が当面する緊急課題をとり
あつかっているとはいえないにしても，われわれ病理学にたずさわる者がしばし
ば当面していながら，とかくなおざりにしている問題であって，この意味から本
書はすこぶる有用で、あるといえよう。(近藤洋一郎)
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